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円の中心から円周に接した２本の直線（半径）と円周に接した２つの点を

結んでできる三角形を変形することにより、円と三角形の関係を学習する教

材です。 

WindowsPC またはタブレットで使用可能です。 

 
 

１．下記 URL にアクセスすると、図形が表示されます。 
http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Triangle-On-Circle/ 

 
 
 

初期画面で、円の中心から左右に半径の線が引かれて、半径と円の接点を結ぶ逆三

角形が表示されます。三角形の底辺になる直線には上下に動かせることを表すガイド

用の矢印が表示されます。（矢印は操作開始時に消えます） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ここを上下に 
ドラッグする 

半径の線 半径の線 

底辺 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Triangle-On-Circle/


 
２．三角形の底辺を下向きにドラッグすると円の接点が下がり三角形が変形されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．三角形の底辺を上向きにドラッグすると円の接点が上がり三角形が変形されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 
４．三角形の底辺のドラッグを終了すると、その時点でできた三角形の中で辺の長さが

等しいものをタップします。基本的には円の半径になる辺が対象となります。タップ

した時点で線の色が青になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．円の半径になる辺を２つタップすると、「答え合わせ」ボタンが表示されます。 

「はじめから」ボタンを押すと最初からやり直しができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 
５．「答え合わせ」ボタンを押すと、カラちゃんが正解メッセージを出します。 

※ここでは不正解のメッセージはありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．続けて他の種類の三角形が無いか探します。更に底辺を動かして行き、三角形また
は逆三角形が正三角形になった状態になると底辺も青色になって、半径と同じ長さに
なったことを表します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
正三角形の状態になると

底辺も青線になります。 



 
７．正三角形の状態で「答え合わせ」ボタンを押すと、カラちゃんが二等辺三角形とは
別の三角形であることを示すメッセージを表示します。（正三角形とは表現しない） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．「はじめから」ボタンを押すと、図形が初期表示状態に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  



 
９．「回転」ボタンを押すと、図形が回転モードになり、三角形の位置を円内で回転す

ることができます。回転中は三角形の変形操作はできません。もう一度「回転」ボタ
ンを押すと回転モードを解除して三角形の変形操作ができます。 
変形操作の途中いつでも回転モードに切り替えて回転できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回転用矢印をドラッグして三角形を回転します。360 度回転可能です。 
回転モード解除後の三角形は正立状態と同じように底辺の移動が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回転ボタンを押すと 
回転モードになります 



 
 

タブレットでこの教材にアクセスする場合は 

カメラで下記ＱＲコードを読み込ませてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 


